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編
集
後
記

　

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
年
五
月
、
旧
来
の
懐
徳
堂
セ
ン

タ
ー
が
改
組
さ
れ
、新
た
に
懐
徳
堂
研
究
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
た
。

平
成
二
十
二
年
、
セ
ン
タ
ー
は
二
年
目
の
活
動
に
入
り
、
い
く
つ

か
の
重
要
な
成
果
を
上
げ
た
。

　

ま
ず
は
、
セ
ン
タ
ー
が
受
託
し
て
い
る
三
木
家
文
書
の
整
理
と

目
録
作
成
で
あ
る
。兵
庫
県
の
旧
大
庄
屋
で
あ
っ
た
三
木
家
に
は
、

懐
徳
堂
関
係
人
物
の
書
簡
を
初
め
と
し
て
貴
重
な
資
料
が
含
ま
れ

て
い
る
。
大
阪
大
学
文
学
研
究
科
で
は
、
こ
の
資
料
の
寄
託
を
受

け
、
調
査
を
進
め
て
い
た
が
、
こ
の
た
び
よ
う
や
く
そ
の
基
礎
的

調
査
を
完
了
し
、
目
録
を
作
成
す
る
に
至
っ
た
。

　

次
は
、
懐
徳
堂
展
で
あ
る
。
創
立
百
周
年
を
迎
え
た
懐
徳
堂
記

念
会
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
懐
徳
堂
展
が
開
催
さ
れ
た
。
そ

の
準
備
、
題
簽
・
目
録
作
成
、
設
営
、
撤
収
な
ど
の
各
作
業
に
、

懐
徳
堂
研
究
セ
ン
タ
ー
は
大
い
に
貢
献
し
た
（
詳
細
に
つ
い
て
は

本
号
掲
載
の
「
懐
徳
堂
展
と
資
料
修
復
」
参
照
）。

　

第
三
は
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
制
作
で
あ
る
。
懐
徳
堂
研

究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
懐
徳
堂
文
庫
に
含
ま
れ
る
貴
重
資
料
の
電
子

化
を
進
め
て
い
る
が
、
今
年
度
は
、
中
井
履
軒
の
「
聖せ
い

賢け
ん

扇お
う
ぎ」
と

『
越え
っ

俎そ

弄ろ
う

筆ひ
つ

』
に
取
り
組
ん
だ
。「
聖
賢
扇
」
と
は
、
履
軒
が
扇
面

の
表
に
歴
代
の
聖
賢
や
学
者
の
名
を
朱
筆
し
、
裏
面
に
は
こ
れ
ら

の
人
々
を
酒
に
た
と
え
て
面
白
く
評
を
加
え
た
も
の
。た
と
え
ば
、

「
孔
孟
」
は
「
伊
丹
極
上
御
膳
酒
」
と
絶
賛
す
る
一
方
、
懐
徳
堂

の
論
敵
で
あ
っ
た
荻
生
徂
徠
に
つ
い
て
は
「
鬼
こ
ろ
し
」（
と
て

も
酒
と
は
思
え
な
い
）
と
酷
評
す
る
。
こ
の
資
料
は
、
表
と
裏
を

対
照
さ
せ
て
み
て
は
じ
め
て
そ
の
面
白
さ
が
分
か
る
。
そ
こ
で
デ

ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
「
聖
賢
扇
」
を
制
作
し
た
。
簡
単
な
マ
ウ
ス

操
作
で
扇
の
両
面
を
回
転
さ
せ
、
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。

　

ま
た
『
越
俎
弄
筆
』
は
、
履
軒
の
医
書
。
履
軒
は
、
麻あ
さ

田だ

剛ご
う

立り
ゅ
うが

獣
体
解
剖
を
行
い
、
人
体
と
の
対
照
確
認
を
行
お
う
と
す
る

の
に
立
ち
会
い
、
こ
の
経
験
を
基
に
、
自
ら
人
体
解
剖
図
十
五
葉

を
彩
色
筆
写
し
、
解
説
を
加
え
た
。
本
書
の
成
書
は
安
永
二
年
。

そ
れ
は
杉
田
玄
白
ら
に
よ
る
『
解
体
新
書
』
完
成
の
前
年
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
こ
の
デ
ジ
タ
ル
ブ
ッ
ク
『
越
俎
弄
筆
』
で
は
、『
越

俎
弄
筆
』
の
全
ペ
ー
ジ
を
、
本
を
め
く
る
よ
う
に
し
て
閲
覧
で
き

る
ほ
か
、目
次
か
ら
該
当
ペ
ー
ジ
へ
の
ジ
ャ
ン
プ
、画
面
の
拡
大
・

縮
小
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
な
ら
で
は
の
機
能
が
搭
載
さ

れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
懐
徳
堂 http://kaitokudo.jp/

」

で
公
開
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
最
後
は
、
こ
の
『
懐
徳
堂
研
究
』
第
二
号
の
刊
行
で
あ

る
。
今
号
も
充
実
し
た
論
考
・
報
告
に
よ
っ
て
構
成
す
る
こ
と
が

懐徳堂研究　第 2 号　平成 23 年 2 月 28 日

140



で
き
た
。
第
三
号
の
刊
行
に
向
け
て
さ
ら
に
活
動
を
継
続
し
て
い

き
た
い
。

 

（
懐
徳
堂
研
究
セ
ン
タ
ー
長　

文
学
研
究
科
教
授　

湯
浅
邦
弘
）

お
詫
び

　
『
懐
徳
堂
研
究
』
創
刊
号
（
平
成
二
十
二
年
二
月
）
の
執

筆
者
紹
介
欄
に
お
き
ま
し
て
、
執
筆
者
の
お
一
人
で
あ
っ
た

釜
田
啓
市
氏
の
ご
芳
名
が
欠
落
し
て
お
り
ま
し
た
。
改
め
て

こ
こ
に
掲
載
し
、
釜
田
氏
お
よ
び
読
者
の
皆
様
に
深
く
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

釜
田
啓
市
（
か
ま
た
・
け
い
い
ち
）

　
　
　
　

清
真
学
園
高
等
学
校
教
諭
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